




































Elucidation of Four Management Types and Seven Conditions 
for Increasing the Number of Wagyu calves:































































































































































































































































































　JA の TMR センターでは家族経営の粗飼料
生産に係る作業軽減と域内の多頭化に資する目
的で、粗飼料、配合飼料、JA のでん粉工場か
ら発生するでん粉粕を混合した TMR を生産
し、繁殖経営に供給するなど、飼料生産の省力
化、高品質化、低コスト化を果たし、地域に貢
献している。
７．むすび～普及の鍵となる７つの増頭条
件とそれへの影響要因～
１）７つの増頭条件とその重層性
　上記の４つの経営類型の分析を通して、和子
牛の増頭には７つの条件が必要であり、さらに
その７つの条件には多くの要因が影響し合って
いることが明らかになった。７つの増頭条件と
それへの影響要因をまとめたのが表３である。
表２　子牛増頭の条件と普及課題の解明のために実施した調査の対象経営
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　７つの増頭条件は、①農地集積力、②労働力、
③資本力、④技術力、⑤経営力、⑥地域指導力、
⑦行政等支援力である。７つの増頭条件は図３
に示すように①～⑤は経営内条件、⑥は地域内
条件、⑦は広域行政内条件である。７つの増頭
条件は重層構造になっており、①から⑤の経営
内条件は⑥の地域内条件によって影響され、さ
らに①から⑥は⑦の広域行政内条件によって影
響を受ける。
　ところで、経営内の和子牛の生産頭数は、繁
殖牛飼養頭数と生産率の積として決まる。繁殖
牛飼養頭数は、図４に示すように主に経営内の
①農地集積力、②労働力、③資本力、⑤経営力
によって決定され、生産率は主に経営内の④技
術力と⑤経営力によって強く影響を受ける。
　上記のように①～⑤の経営内条件は、⑥の地
域指導力の影響を受け、さらに①～⑥の条件は
⑦の行政等支援力の影響を受けている。
　①～⑦の増頭条件は、さらにより具体的な要
因からの影響を受けている。その関連性を以下
で検討しよう。
２）７つの増頭条件に影響する諸要因
　 （１）農地集積力
　前述の図４に示したように、農地集積力は立
地条件、地価、他作物価格、経営者の地域連携
力などに影響される。それぞれの影響要因は相
互に影響し合っており、立地条件と他作物価格
は地価に影響している。
　特に立地条件は都道府県別にみて繁殖牛飼養
頭数に影響する大きな要因である。
　 （２）労働力
　労働力は家族労働力数、雇用者数、機械によ
る省力化、賃金水準などに影響される。畜産経
営は飼料生産、家畜管理など多大な労力を要し、
また年中無休であるので、後継者と雇用者の確
保が難しい。
　いかに機械による省力化を図るか、またＩＣ
Ｔ機器を活用して情報化を図るかが大きな課題
図３　和子牛増産のための７つの条件の重層性
図４　和子牛増頭のための７つの条件とそれへの影響要因の関連図
和子牛増頭のための４つの経営類型と７つの条件の解明
～全国的事例調査を基にした総合的考察～
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になる。大型機械や先端Ｉ C Ｔ機器を駆使で
きるかどうかも大きな影響要因になる。雇用者
を雇うには地域の労賃水準も重要な要因とな
る。
　 （３）資本力
　資本力は自己蓄積はもちろん、公的資金借用
力、公的補助金受給力、資本利子率などに影響
される。畜産経営は耕種農業に比較して資金が
大量に必要になるが、資金の自己蓄積には長期
間を要する。
　従って、若い後継者や新規参入者は公的資金
や補助金を活用する力、農協や普及センターの
担当者とのコミュニケーション力、また担保な
どの信用力が必要である。
　資本利子率は繁殖牛経営の資本収益率との関
係で、遠因として経営者の資本力に影響する。
　 （４）技術力
　技術力は観察力、ICT 機器駆使力、獣医師と
の連携力などに影響される。繁殖技術は繊細で
あり、家畜生理、栄養管理、発情発見、分娩監
視などの観察力とそれを補完するＩ C Ｔ機器
の駆使力が重要である。
　また家族で解決できない場合は迅速に獣医師
や人工授精師に連絡するなどの連携力も重要で
ある。
　 （５）経営力
　経営力は、自ら収集し、あるいは行政・農協・
団体等から提供される各種資料を用いて的確に
経営内容を分析・考察し、経営内の諸条件の変
化や経営を取り巻く環境変化を迅速に判断し、
より良い方向に経営を果敢に改革実行する力で
ある。
　 （６）地域指導力
　地域指導力は意欲ある経営者発掘力、農地集
積力、イナワラ・稲 WCS・TMR の粗飼料流
通量、堆肥流通量、獣医師・人工授精師との連
携力に影響される。ここでの地域指導者は農協、
普及センター、県事務所、役場、畜産会などの
指導機関の担当者である。
　指導機関の担当者の指導力が、地域畜産の発
展を左右する鍵になっていることは全国の多く
の優良事例を見れば自明である。
　 （７）行政等支援力
　行政等支援力は経営や地域とのコミュニケー
ション力、公的補助金獲得力、財政力に影響さ
れる。ここでの行政等は主に国、県の担当者を
指す。それらの担当者が、経営者や地域指導機
関の担当者と意思疎通を図り、いまどのような
施策が求められているのか聞き取り、ニーズに
マッチした補助事業などを立案してくれること
が非常に重要である。
３）総括～普及の可能性と今後の課題～
　今日、和子牛の増頭は国家的にも個別経営に
おいても非常に重要な課題になっている。上記
の７つの条件とそれへの影響要因の改善が今後
の課題であり、その解決に努めれば本調査研究
で取り上げた４つの経営類型の経営が普及し、
増加して、我が国において和子牛の増頭が可能
になるものと期待される。
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